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▼
十
一
月
十
三
日
、
パ
リ
で

同
時
多
発
テ
ロ
が
発
生
し
、

少
な
く
と
も
死
者
百
三
十
人
、

負
傷
者
三
百
五
十
人
余
の
結

果
と
な
つ
た
。
Ｉ
Ｓ
の
仕
業

だ
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
全
員

テ
ロ
リ
ス
ト
で
あ
る
は
ず
も

な
い
が
、
Ｉ
Ｓ
は
イ
ス
ラ
ム

教
を
基
盤
と
し
て
ゐ
る
。

▼
イ
エ
ス
を
神
と
す
る
キ
リ

ス
ト
教
と
、
イ
エ
ス
を
単
な

る
預
言
者
（
神
の
言
葉
を
預

か
り
、
人
に
伝
へ
る
者
）
と

す
る
イ
ス
ラ
ム
教
は
未
来
永

劫
に
交
は
ら
な
い
。「
信
ず
る

者
は
皆
救
は
れ
ん
」
は
良
い

が
、
信
仰
無
き
者
の
皆
殺
し

を
実
行
し
て
来
た
ユ
ダ
ヤ
教

や
キ
リ
ス
ト
教
は
御
免
だ
。

イ
ス
ラ
ム
教
は
そ
れ
に
比
べ

寛
容
の
や
う
だ
が
、
我
が
日

の
本
の
神
な
が
ら
の
道
に
は

及
ぶ
ま
い
。
信
仰
を
強
制
す

る
わ
け
で
も
な
く
鉄
の
教
義

が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
神
道

は
何
で
も
受
け
入
れ
る
。

▼
文
化
、
文
明
は
自
然
環
境

か
ら
生
ま
れ
る
。
水
に
恵
ま

れ
、
四
季
折
々
の
自
然
の
産

物
に
感
謝
し
効
率
良
く
暮
ら

し
を
営
ん
だ
縄
文
時
代
は
約

一
万
五
千
年
も
時
を
刻
ん
だ
。

ジ
ャ
ン
グ
ル
や
砂
漠
で
は
寛

容
な
文
化
は
育
た
な
い
。
縄

文
時
代
と
同
時
代
の
ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陸
の
遺
跡
か
ら
は
大

量
の
武
器
が
発
掘
さ
れ
る
が
、

縄
文
土
器
の
遺
跡
に
は
そ
れ

は
見
出
せ
な
い
ら
し
い
。

▼
自
分
が
何
者
で
あ
る
か
分

か
ら
な
い
の
が
多
く
の
戦
後

日
本
人
だ
。
分
か
ら
な
い
が

ゆ
ゑ
に
、
天
皇
は
国
体
の
神

髄
だ
と
の
言
に
対
し
て
は
、

い
や
天
皇
は
民
主
主
義
の
敵

だ
と
反
発
し
、
自
衛
権
を
国

家
存
立
の
大
前
提
と
す
る
立

場
か
ら
の
安
保
法
案
論
に
対

し
て
は
、
同
法
案
を
戦
争
法

案
だ
と
非
難
す
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ

洗
脳
工
作
と
日
教
組
教
育
、

恐
る
べ
し
。

▼
か
う
し
た
嘆
か
わ
し
い
事

態
に
つ
い
て
、
心
あ
る
評
論

家
は
こ
れ
を
批
判
す
れ
ば
済

む
し
、
教
師
な
ら
答
案
に
赤

点
を
点
け
れ
ば
良
い
。
だ
が

我
々
新
風
は
大
和
心
の
覚
醒

を
促
し
、
社
会
の
変
革
を
目

指
し
て
ゐ
る
。
来
年
は
参
院

選
だ
。
逆
境
の
中
で
、
し
ん

ど
い
が
頑
張
る
し
か
な
い
。

（
み
）

　

維
新
政
党
・
新
風
は
十
一

月
二
十
一
日
、
東
京
都
新
宿

区
の
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ

フ
で
平
成
二
十
七
年
党
大

会
を
開
催
し
た
。
各
地
方
本

部
か
ら
も
代
議
員
、
党
員
、

党
友
、
支
持
者
ら
幅
広
い
同

志
が
集
結
し
、
熱
気
あ
ふ
れ

る
大
会
と
な
っ
た
。

　

第
一
部
の
代
議
員
総
会

が
東
京
都
本
部
五
味
恭
子

婦
人
部
長
の
司
会
で
始
ま

り
、
国
歌
斉
唱
、
党
関
係

物
故
者
慰
霊
式
（
芳
名
は

三
面
に
掲
載
）
を
お
こ
な
っ

た
。
東
京
都
本
部
荒
木
紫
帆

代
表
か
ら
開
会
の
挨
拶
が

あ
り
、
議
事
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
川
久
保
勲
党
本
部

政
策
委
員
長
が
議
長
に
選

出
さ
れ
た
。
荒
木
紫
帆
幹
事

長
か
ら
平
成
二
十
七
年
の

活
動
報
告
、
会
計
報
告
が
お

こ
な
わ
れ
、
鈴
木
信
行
代
表

か
ら
来
年
の
参
院
戦
を
踏

ま
え
た
活
動
方
針
案
が
提

示
さ
れ
た
。
参
議
院
比
例
代

表
選
に
挑
戦
す
る
か
、
そ
れ

を
見
送
り
大
都
市
へ
集
中

的
に
候
補
者
を
擁
立
す
る

方
針
に
す
る
か
は
来
年
の

早
い
時
期
に
決
定
し
た
い

と
し
た
上
で
、
出
来
れ
ば
大

都
市
集
中
で
法
定
得
票
数

を
獲
得
し
て
か
ら
比
例
代

表
選
へ
の
挑
戦
を
期
し
た

い
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
今
年
は
ア
セ
ア
ン

諸
国
と
の
親
善
事
業
（
詳
細

は
四
面
掲
載
）
や
邦
人
救
出

活
動
（
本
紙
五
月
号
、
九
月

号
参
照
）
な
ど
に
多
く
の
時

間
が
割
か
れ
た
事
に
つ
い

て
の
報
告
も
な
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
こ
こ
数
年
に
わ

た
っ
て
我
が
党
が
主
導
す

る
形
で
進
め
て
来
た
対
韓

国
運
動
を
は
じ
め
と
し
た

国
民
運
動
に
つ
い
て
も
今

後
と
も
継
続
す
る
事
が
満

場
の
拍
手
で
確
認
さ
れ
た
。

　

少
し
の
討
議
を
踏
ま
え

た
上
で
、
参
加
者
と
党
執
行

部
の
間
で
活
発
な
質
疑
応

答
が
お
こ
な
わ
れ
、
活
動
報

告
が
承
認
さ
れ
た
。

　

報
告
会
の
後
か
ら
は
多

く
の
一
般
支
援
者
が
来
場

し
、
代
議
員
総
会
の
結
果
が

と
ど
こ
お
り
な
く
報
告
さ

れ
、
全
国
地
方
本
部
別
敢
闘

賞
、
党
勢
拡
大
賞
が
発
表
さ

れ
た
。（
受
賞
者
は
四
面
に

掲
載
）
決
意
表
明
に
は
山
梨

県
本
部
の
篠
崎
ま
ゆ
み
婦

人
部
長
と
愛
知
県
の
宮
川

史
子
党
員
が
立
ち
、
今
後
の

維
新
運
動
に
賭
け
る
熱
い

思
い
を
語
っ
た
。（
全
文
は

三
面
に
掲
載
）

　

そ
し
て
来
年
の
参
院
選

候
補
予
定
者
が
挨
拶
に

立
っ
て
会
場
か
ら
拍
手
を

受
け
た
。

　

来
賓
と
し
て
鈴
鹿
国
際

大
学
名
誉
教
授
の
小
林
路

義
先
生
、
国
体
政
治
研
究
会

の
中
村
信
一
郎
先
生
か
ら

新
風
へ
の
期
待
の
言
葉
を

い
た
だ
い
た
。
ま
た
国
際
武

道
大
学
理
事
の
大
平
光
洋

先
生
、
生
命
医
学
綜
合
研
究

所
々
長
の
忠
宣
叡
先
生
も

御
来
席
く
だ
さ
っ
た
。

　

金
子
吉
晴
党
本
部
選
対

委
員
長
の
先
導
で
聖
寿
弥

栄
を
奉
唱
し
、
党
本
部
の
小

林
常
五
郎
組
織
委
員
長
の

閉
会
の
辞
で
締
め
く
く
り

と
な
っ
た
。

　

第
二
部
の
記
念
講
演
で

は
宮
崎
正
弘
先
生
が
「
中
国

大
破
綻
で
日
本
は
ど
う
な

る
？
」
と
題
し
て
、
激
動
の

大
陸
情
勢
に
つ
き
熱
弁
を

ふ
る
わ
れ
た
。
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小林路義先生懇親会の様子

党執行部

講師の宮崎正弘先生挨拶に立つ鈴木代表

中村信一郎先生

　

第
三
部
の
懇
親
会
で
は

佐
賀
県
鳥
栖
市
議
会
議
員

の
柴
藤
大
輔
先
生
の
御
発

声
で
乾
杯
と
な
り
、
記
念
講

演
講
師
の
宮
崎
正
弘
先
生
、

中
央
区
隊
友
会
婦
人
部
長

で
今
年
の
中
央
区
議
会
議

員
選
挙
候
補
者
で
あ
っ
た

白
須
夏
さ
ん
か
ら
激
励
の

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
し
て
敢
闘
賞
と
党
勢

拡
大
賞
受
賞
者
ら
が
登
壇

し
て
今
後
の
党
活
動
に
か

け
る
思
い
や
、
党
勢
拡
大
の

コ
ツ
な
ど
を
語
ら
い
、
和
気

藹
々
と
し
た
雰
囲
気
で
盛

り
上
が
っ
た
。
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
同
憂
同
志
が
歓
談

を
楽
し
み
、
今
後
の
党
の
躍

進
を
互
い
に
誓
っ
た
。

（
記
・
編
集
部
）

会場


